
看護学部看護学科 カリキュラム・マップ

地元いわき市をはじめ、地域医療分野において活躍する看護師

⬆
ディプロマポリシー

DP2
EBN（Evidence Based Nursing：根拠に基づいた看護）に基づき、自律的に看護を実践することができる。

DP3
生命の尊厳と人権を尊重する姿勢を身につけ、

多職種と連携・協働することができる。

DP1
広い視野と豊かな教養に基づき、

看護の担い手としてふさわしいヒューマニズム
と倫理観を身につけている。

DP4
地域の健康課題に関するニーズをとらえ、

災害時の援助活動も含め、積極的に地域貢献
できる能力と態度を身につけている。

DP5
看護専門職として科学と看護の進展に

対応するために、生涯にわたって持続可能な
主体的学修ができる。
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カリキュラム・ポリシー

CP1
１年次に、全学共通教育科目の初年次教育科目とリテラシー教育科目を配置し、速やかな大学教育への導入を図り、

看護職を目指して主体的に学んでいく自覚を育むとともに、社会人基礎力を涵養する。

CP2
１年次から４年次に、全学共通教育科目の一般教養科目、外国語科目、健康・スポーツ科目を配置し、

看護の担い手としてふさわしい広い視野と豊かな教養を身につける。

CP5
３，４年次に、保健師国家資格取得希望者

（定員20人／選択制）を対象に、保健師養成
科目を配置する。

CP3
専門教育科目として、１、２年次を中心に専門基礎分野を配置し、必要な基本的知識を修得する。

CP4
専門教育科目の専門分野と統合分野については、基礎看護学・精神看護学・成人看護学・母性看護学・小児看護学・老年看護学・在宅看護学の各分野の科目を、

ライフサイクルや学修の深度に基づいて、【看護実践基盤学科目】【生涯発達看護学科目】【健康生活看護学科目】【地域養生看護学科目】の４つの学修カテゴリーと
【看護の統合と実践科目】に再構築する。

⬆ ⬆ ⬆
アドミッション・ポリシー

AP1
将来、看護職として社会に貢献したいと

考えている人

AP2
思いやりと協調性をもって他者と接することができる人

AP3
ものごとに対して積極的かつ誠実に取り組む

姿勢が身についている人

AP4
看護学を学ぶにあたって必要な基礎的学力を

身につけている人

災害看護　　訪問看護マネジメント　　リハビリテーション看護論（選択）　　コンサルテーション論（選択）　　緩和ケア（選択）　　クリティカルケア（選択）

看護援助技術レファレンス　　　災害看護演習

看護研究　　　　放射線と健康支援　　　　国際看護活動論

看護倫理　　　チーム医療　　　看護マネジメント　　　医療安全　　　看護学シミュレーション

地域養生看護学（在宅援助、地域ケアシステム論）　　健康生活看護学（母性援助、小児援助、成人：急性期・周手術期・慢性期・回復終末期、老年援助、精神援助）

健康生活看護学（母性概論、小児概論、成人概論、老年概論、精神概論２）　　　地域養生看護学（在宅概論）

健康生活看護学（精神概論１）

生涯発達看護学 (成人、母性、小児、 老年)　　　看護実践基盤学Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

看護実践基盤学Ⅴ・Ⅵ

看護実践基盤学Ⅰ

【全学共通教育科目】

保健師養成課程科目（自由科目）
　３年後期…公衆衛生看護学概論、学校保健・産業保健
　４年前期…公衆衛生看護方法論１、公衆衛生看護方法論２、公衆衛生看護活動論、

公衆衛生看護学実習Ａ、公衆衛生看護学実習Ｂ
　４年後期…公衆衛生看護管理論

看護学統合実習

健康生活看護学実習（母性、小児、成人、老年２、精神）　　　地域養生看護学実習（在宅）

健康生活看護学実習（老年１）

看護実践基盤学実習（基礎）２

看護実践基盤学実習（基礎）１

放射線と人体
ICT基礎実習（選択）

臨床心理学
社会福祉学

疾病治療論２
公衆衛生学

保健統計学（選択）

疫学（選択）

保健医療福祉行政論
（選択）

卒業研究

疾病治療論3

放射線と環境
疾病治療論1
人間栄養学

人体の構造と機能
1・2

生化学
微生物学




